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1．12 ⽉ 11 ⽇：対⾺学フォーラム 






























































 ⼤阪⼤学⼤学院⼈間科学研究科 松村悠⼦⽒ 
 対馬生まれ対馬育ちの松村氏は、現在は大学院で島嶼研究と環境社会学を専門としてい
る。今回はデンマークのサムソ島などの成功例をモデルとし、離島での持続可能なエネル
























































⼀般社団法⼈ MIT 吉野元⽒「持続可能性プロジェクト紹介」 








































⽴教⼤学 ESD 研究所 阿部治所⻑「これまでの ESD と対⾺について」 
 阿部教授は長年、環境教育の研究をしており、立教大学 ESD 研究所の所長も務めている。
2016 年には対馬と ESD 研究所の間で覚書が締結された。ESD（Education for Sustainable 
Development）とは、「持続可能な社会の担い手を育てる学び」のことであり、2030 アジェ
ンダの「持続可能な開発目標」（Sustainable Development Goals：SDGs）にも含まれ、「国連


















































（すずき・なみ 立教大学社会学部社会学科 2 年） 
 
 
 
 
